
 

 
 

支払基金統一事例 

【 検査 】 

 

２１５ ＩｇＧ型リウマトイド因子の算定について 

 

《令和６年６月２８日》 

 

○ 取扱い 

 

① 関節リウマチ（疑い含む。）に対するＤ014「26」ＩｇＧ型リウマトイド

因子の算定は、原則として認められる。 

② 全身性エリテマトーデス（疑い含む。）に対するＤ014「26」ＩｇＧ型リ

ウマトイド因子の算定は、原則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

Ｄ014「26」ＩｇＧ型リウマトイド因子は、血清中のＩｇＧ型リウマトイド

因子を測定するものであり、通常用いられるＤ014「２」リウマトイド因子（Ｒ

Ｆ）定量よりも関節リウマチの活動性に関連すると言われている。 

また、全身性エリテマトーデスの診断基準として用いられる 1997 年ＡＣＲ

分類基準や 2012 年ＳＬＩＣＣ分類基準の種々の自己抗体検査の中にＩｇＧ型

リウマトイド因子は含まれていない。 

以上のことから、当該検査について、関節リウマチ（疑い含む。）に対する

算定は、原則として認められる、全身性エリテマトーデス（疑い含む。）に対

する算定は、原則として認められないと判断した。 
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